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『ナショナル・バーン・ダンス』にみる
「白人音楽」成立過程

三間美知太郎

Michitaro Mima

How the National Barn Dance 
Involved in Making “White Music”

抄　録

本稿は、『ナショナル・バーン・ダンス』がいかに「白人音楽」の形成に関わったかを検

討するものである。本稿の特色は、南部ではなく、中西部のカントリー・ミュージック

に着目している点である。『ナショナル・バーン・ダンス』は、顧客層である中西部白

人農民の人種観を反映することで、「白人音楽」を作り上げていた。

Summary

This article examines how the National Barn Dance is involved in defining country music 
as “white music,” the music whose origin and development are identified with white. Little 
research has examined race in the Midwestern country music radio program, while most racial 
studies have focused on southern country music industries. I argue that the National Barn Dance 
defined country music as white music by reflecting the racial views of white Midwest farmers.
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はじめに

アメリカにおける大衆音楽（popular music）は、人種によるジャンル分けをその大
きな特徴としてきたが、カントリー・ミュージックも白人音楽として認識されてき

た。こうした認識は1960年代から始まったカントリー・ミュージック研究の分野に
おいても長らく主流で、同ジャンルの歴史を語る際、白人のみがその中心に据えられ

てきた。そこにおいては、白人の民衆音楽（folk music）を起源とし、南部白人労働者
階級の価値観を反映して発展してきた「白人音楽」としての歴史が描かれた。こうし

た歴史の語りにおいて、黒人をはじめとした非白人は、あくまで「白人音楽」として

のカントリー・ミュージックに影響を与えた、周縁の存在としてのみ描かれることが

多かった。*1

しかしながら、実際はカントリー・ミュージックのジャンル形成には非白人が大き

く関わってきた事実から、非白人の同ジャンルへの功績を過小評価しているとして、

白人のみを同ジャンルの歴史の中心に据えた語りから脱却しようとする動きが近年生

まれている。その一つの流れとして、同ジャンルを、社会的に「白人音楽」として仕

立てあげられた音楽ジャンルとして解釈する動きがある。そこにおいては、同ジャン

ルの起源とされてきた南部の民衆音楽を「白人音楽」と断定するのではなく、むしろ

白人だけでなく黒人にも共有された点に注目する。そして、こうした豊かな文化交流

の中に存在していた南部の民衆音楽が、いかに音楽関連産業等によって「白人音楽」

として人種化されていったかを明らかにしてきた。*2

本稿も、こうした新しい研究潮流に即したものである。一方で、本稿の特色とし

ては、先行研究が南部のカントリー・ミュージックに注目してきた中、中西部のカ

ントリー・ミュージックに着目している点である。中でも、1924年にシカゴのラジ
オ局WLSで始まり、主に中西部に住む白人の農民をターゲット層にしながら、後に
カントリー・ミュージックと呼ばれる音楽を放送していた『ナショナル・バーン・ダ

ンス』（National Barn Dance）というラジオ番組を取り上げたい。その重要性にもか
かわらず、南部という地域性にカントリー・ミュージックの文化的真正さを求める

研究傾向から、中西部のラジオ番組である『ナショナル・バーン・ダンス』はカント

リー・ミュージック研究の分野において等閑視されてきた。*3その重要性とはまず、『ナ

ショナル・バーン・ダンス』が、カントリー・ミュージックの黎明期にあたる1920年

*1 同研究傾向に則った研究は枚挙にいとまがないもの
の、その先駆となった重要な研究は、Bill C Malone, 
Country Music, U.S.A. (Austin: University of Texas 
Press, 1968)。Olivia Carter Mather, “Race in Country 
Music Scholarship,” in The Oxford Handbook of Coun-
try Music, ed. Travis D. Stimeling (New York: Oxford 
University Press, 2017), 327-337.

*2 Ibid., 337-340. 同研究傾向に即した研究は例えば以
下が挙げられる。Angela Denise Hammond, “Color 
Me Country: Commercial Country Music and White-
ness” (PhD diss., University of Kentucky, 2011); J. Les-

ter Feder, “‘Song of the South’: Country Music, Race, 
Region and the Politics of Culture 1920-1974” (PhD 
diss., University of California, 2006); Karl Hagstrom 
Miller, Segregating Sound: Inventing Folk and Pop Mu-
sic in the Age of Jim Crow (Durham and London: Duke 
University Press, 2010).

*3 中西部のカントリー・ミュージックを取り扱った論
文集は、Chad Berry, ed., The Hayloft Gang: The Story 
of National Barn Dance (Urbana and Chicago: Univer-
sity of Illinois Press, 2008)のみ。
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代から1930年代にかけて最も支持を集めたカントリー系の番組だった点である。*4さ

らに、同番組において注目すべきは、出演した演奏者が、『グランド・オウル・オプ

リ』（Grand Ole Opry）といった当時の他のカントリー系のラジオ番組と違って、全員
白人だった点である。また、後述するように、南部のカントリー系のラジオ番組やレ

コード会社と比べて、より露骨に人種を前面に出した広告を、ラジオ番組監修の雑誌

や歌集を通して行っていた。以上に挙げた特徴に鑑みると、同番組は後の「白人音楽」

としてのカントリー・ミュージックの前例となったラジオ番組として位置付けること

が可能であり、人種という視点から同ジャンルを検討する際は決して等閑視すること

ができないラジオ番組といえるのである。よって、本稿は、『ナショナル・バーン・

ダンス』がいかに「白人音楽」の形成に関わったかを検討する。

1.  異人種混合のアパラチア音楽

カントリー・ミュージックをはじめとしたアメリカ大衆音楽は、1920年代以降、南
部の民衆音楽が音楽関連産業によって商業化されることで誕生した。こうした南部の

民衆音楽が、商業化される以前において、黒人と白人に共有された異人種混合（inter-
racial）の文化であったことは多くの先行研究が合意するところである。*5本節において

は、南部の中でも、『ナショナル・バーン・ダンス』で取り上げられることの多かった

アパラチア地域の民衆音楽に注目することで、改めてその人種性を確認したい。

後述するように、『ナショナル・バーン・ダンス』においては、その関連雑誌や歌集

等を通して、白人音楽としてのイメージがアパラチアの民衆音楽に付与されていく。

なぜ白人音楽だったかというと、アパラチアが遠隔地だったことから、過去に定住し

た白人の入植者の子孫のみが住み、彼ら以外の非白人は存在しないイメージがあった

からである。*6しかしながら、実際は、アパラチアにも黒人が流入していた。彼らは鉄

道に乗って、炭鉱や道路工事の職を求めてアパラチアを訪れていた。アパラチアの炭

鉱町においては、ジムクロウに関わらず、人種統合された炭鉱町も多く、そこにおい

ては人種の境界を越えた交流が行われていた。*7テネシー州出身の黒人演奏者のハワー

ド・アームストロング（Howard Armstrong）によると、「たとえテネシーやそういっ
た所での小さな町でも、音楽の演奏となると、人種統合（integrate）されて」おり、ア
パラチアにおいて黒人、白人がともに参加した人種混交のバンドは珍しいものではな

かった。*8また、アパラチア中を旅してまわるアームストロングは、人種問わず聴衆側

*4 Paul L Tyler, “The Rise of Rural Rhythm,” in The Hay-
loft Gang, 20.

*5 商業化以前の南部音楽の雑種性を検討した研究は例
えば以下が挙げられる。Charles K. Wolfe, Tennessee 
Strings: The Story of Country Music in Tennessee (Knox-
ville: University of Tennessee Press, 1977); David C. 
Morton and Charles K. Wolfe, DeFord Bailey: A Black 
Star in Early Country Music (Knoxville: University of 
Tennessee Press, 1991); Elijah Wald, Escaping the Del-
ta: Robert Johnson and the Invention of the Blues (New 
York: Amistad, 2004).

*6 Henry D. Shapiro, Appalachia on Our Mind: The South-
ern Mountains and Mountaineers in the American Con-
sciousness, 1870-1920 (Chapel Hill: University of North 
Carolina Press, 1978), 3-31.

*7 David A. Corbin, “Class over Caste: Interracial Soli-
darity in the Company Town,” in Blacks in Appalachia, 
eds. William H. Turner and Edward J. Cabbell (Lex-
ington: University Press of Kentucky, 1985), 97.

*8 Barry Lee Pearson, “Appalachian Blues,” liner notes to 
Classic Appalachian Blues from Smithsonian Folkways 
CD, Smithsonian Folkways, 2010, 15.
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の好みにも応じて演奏しなければならかったから、彼の演奏する音楽は決して人種や

ジャンルにとらわれてはいなかった。*9

こうしたアパラチアにおける豊かな文化交流を示すのは、何よりアパラチア出身の

演奏者の曲目である。ケンタッキー出身のブラッドリー・キンケイド（Bradley Kin-
caid）は『ナショナル・バーン・ダンス』において最も支持された白人のフォーク歌手
だったが、後述するように、彼は歌集を通して、自らがアパラチアで採集した音楽を

白人音楽として広告していた。しかしながら、実際はキンケイドの演奏するアパラチ

ア由来の曲目は、「白人音楽」とはいえないものが多く含まれていた。たとえば、「フ

ランキー（Frankie）」や「サワー・ウッド・マウンテン（Sour Wood Mountain）」「アー
カンソー・トラベラー（Arkansaw Traveler）」といった曲は、トニー・ラッセルの呼ぶ
ところの「コモン・ストック（common stock）」というレパートリーに含まれる曲だっ
た。「コモン・ストック」とは南部において黒人、白人問わず頻繁に演奏されていた

曲である。その音楽的特徴としては、ブルースと異なり、即興で演奏されず、歌詞や

メロディーもそれぞれの曲独自のものを有していた。黒人起源であれ、白人起源であ

れ、このレパートリーに含まれる曲においては、少なくとも19世紀末までに人種的
なコノテーションが消失していた。*10

このように、『ナショナル・バーン・ダンス』において取り上げられることの多かっ

たアパラチアの民衆音楽においても、黒人と白人の間に豊かな文化交流が存在してい

た。アームストロングの「音楽は、黒人と白人が同じ土俵で、それも非常に良い形で

分かり合える媒体です」との言葉からも明らかな通り、そこには「黒人音楽」「白人音

楽」といったジャンル分けにおさまりきらない、人種を超えた音楽的交流があったの

である。*11しかしながら、『ナショナル・バーン・ダンス』は、こうした豊かな文化的交

流の過去を抹消し、アパラチアの民衆音楽を「白人音楽」として放送することになる。

それでは、なぜ同番組は「白人音楽」を作り出さなければならなかったのだろうか。

それには、まず『ナショナル・バーン・ダンス』のターゲット層である中西部白人農

民に注目する必要がある。彼らは、ラジオ局WLSを所有する企業の顧客層にあたり、
彼らの視聴によって番組は成り立っていた。次節では、中西部農村の中でも、イリノ

イ州とアイオワ州の農村を中心に取り上げながら、ターゲット層の価値観を検討した

い。*12

2.  リスナーの排外主義

1920年代の白人農民の価値観の特徴の一つが、強い排外主義思想だったことは多

*9 Phil Wiggins, Sweet Bitter Blues: Washington, DC’s 
Homemade Blues (Jackson: University of Mississippi 
Press, 2020), 97.

*10 Tony Russell, Blacks, Whites and Blues (London: Stu-
dio Vista, 1970), 26.

*11 Pearson, “Appalachian Blues,” 15.
*12 同2州を取り上げたのは、中西部の中でも、イリノイ
州とアイオワ州が、確実にラジオ番組の放送を受信

できていた地域であったと考えられるからである。
同2州は、放送局の位置するシカゴの比較的近郊に
あるので、まだラジオ局WLSの周波数がアメリカ全
土に広がるほど強くない初期においても、同2州に
住む農民たちは視聴者となっていた可能性が高い。
こうしたことから、ラジオ番組開始当初からイリノ
イ州とアイオワ州は、確実にラジオ番組のターゲッ
ト層として想定されていたと考えられる。
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くの論者が指摘する通りである。*13その中でも、白人農民が多くの人口を占める中西部

は、特に排外主義思想を担った地域だった。*14排外主義思想の中でも、中西部農村にお

いて特に共有されたのは、ジョン・ハイアムの呼ぶところのアングロサクソン・ネイ

ティヴィズムだった。アングロサクソン・ネイティヴィズムとは、反急進主義や反カ

トリックといった移民排斥と異なり、「アングロサクソン」であるかいなかという、人

種に基づいた移民排斥である。すなわち、アメリカの人種的アイデンティティを「ア

ングロサクソン」という「人種」と一致させる一方で、移民をアメリカにそぐわない

「非アングロサクソン」という人種的他者としながら、彼らの排斥を訴えるものだっ

た。こうしたアングロサクソン・ネイティヴィズムにおける特徴は、「アングロサクソ

ン」であるか否かを新移民・旧移民の出身国に基づいて決定している点である。すな

わち、新移民は、生まれ持って非アメリカ的な「人種」であり、自立や自己統治といっ

た、アメリカ市民として必要とされる資質を生得的に欠いた「人種」として解釈され

た。一方で、旧移民に分類される移民、もしくは旧移民を先祖にもつアメリカ生まれ

の人々は、アメリカ人の資質を持った「アングロサクソン」という「人種」としてひと

まとまりに理解された。*15

こうしたアングロサクソン・ネイティヴィズムが、中西部農村において強く支持さ

れたことは当時の新聞記事からも明らかである。「最も好ましくない種類の移民―南

ヨーロッパ出身で…我々にとって最も好ましい移民はイギリス、オランダ、スカン

ディナビア、ドイツ、スコットランド、アイルランド出身だった」という記述から明

らかな通り、彼らはアングロサクソン・ネイティヴィズムにおいて特徴的だった旧移

民・新移民の区別を受け入れていた。勿論、そこにおいて新移民は、アメリカ人とし

ての資質を持たない異質な「人種」として認識された。ラテン系やロシア人、ブルガ

リア人、トルコ人といった新移民は「劣った人種」として評価された。*16また、勿論そ

うした「昨今の移民」がアメリカに同化できないのは、「空気や環境、仕事が変わった

としても、遺伝形質という基本的事実は変えられないし、人種はそういったものの上

に成り立ったものである」からだった。*17

一方、旧移民は、アメリカ人としての資質を持った「アングロサクソン」として理解

された。ある新聞記事は、まず、アメリカを「歴史的にはっきりと北ヨーロッパもし

くはアングロサクソンの血統に接ぎ木された」国であると断言してみせた。さらに「ア

ングロサクソンの精神に触れた人々」であるそうした旧移民は、「精神的、文化的な伝

統や先祖のつながりを通して、そして新大陸における気高い生活や苦闘を通して」、

「一つの歴史的に明確な人種のタイプ」となった。*18彼らは、「気質も、価値観も、理想

*13 Derek Scott Oden, “The Great Depression in the 
Countryside,” in Great Depression: People and Perspec-
tives, ed. Hamilton Cravens (Santa Barbara: ABC-
CLIO, 2009), 6; Richard Hofstadter, The Age of Re-
form: From Bryan to F.D.R. (New York : Vintage 
Books, 1955), 291; Robert Moats Miller, “The Ku Klux 
Klan,” in Change and Continuity in Twentieth-Centu-
ry America: the 1920’s, eds. J Braeman, R. H. Bremner, 
and David Brody (Columbus: Ohio State University 
Press, 1968), 234.

*14 Don S. Kirschner, City and Country: Rural Responses 

to Urbanization in the 1920s (Westport: Greenwood, 
1970), 13-16.

*15 John Higham, Strangers in the Land: Patterns of Ameri-
can Nativism, 1860-1925 (New Brunswick: Rutgers 
University Press, 1963).

*16 “Must Restrict Immigration,” Elkader Register, January 
10, 1924.

*17 “Americanski,” Elkader Register, May 19, 1921.
*18 Gino Speranza, “The American People a Distinct Ra-

cial Type, Not Immigrant Nation,” O Brien County 
Bell, December 20, 1923.
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も疑いなく似ていて、驚くほどそっくりであ」り、「自らの労働で作り出したものを

所有できる権利や、宗教を自由に信仰できる権利、主権者として自ら統治できる権

利」といった「民主的な」価値観を備え、それがゆえに「多くの国から移住してきても、

一つの人種だった」。*19

こうしたアングロサクソン・ネイティヴィズムは、旧移民をルーツに持つ人々の人

口の割合が大きい中西部農村だからこそ、浸透したといえる。*20そこにおいては、中

西部白人農民のような、「アングロサクソン」に属する旧移民は真正なアメリカ人であ

る、という価値観が生まれた。これは「非アングロサクソン」の新移民を、執拗に「非

アメリカ人」として糾弾する彼らの姿勢からも明らかである。実際、農村の新聞にお

いても、新移民は「非アメリカ的な考えや理想を持った、アメリカ人のような人々」

でしかない「偽アメリカ人」の「アメリカンスキー（Americanski）」と評された。同化政
策をもってしても新移民は「生物学的に同化に適した人種」でないがゆえに「多くが

アメリカ人になれない」のだった。*21一方で勿論、「歴史を通して普遍的なアメリカ人」

であったのは、中西部白人農民のような「北ヨーロッパもしくはアングロサクソンの

血統」をもった人々だった。*22

このように中西部農村においても、アングロサクソン・ネイティヴィズムは浸透し

ていた。新移民は人種的他者として認識される一方で、旧移民は「アングロサクソン」

として分類された。また、そこにおいては「アングロサクソンとして分類される旧移

民は、真正なアメリカ人である」という価値観があった。当然ながら、旧移民をルー

ツに持つ中西部白人農民自身も「アングロサクソン」としての自意識が強かったと考

えられる。次節においては、こうした人種意識を持った中西部白人農民に対して、い

かに『ナショナル・バーン・ダンス』が自社の音楽のマーケティングを行っていった

かを検討する。

3.  「アングロサクソンの音楽」の放送

1924年、シカゴのラジオ局WLSによって、ラジオ番組『ナショナル・バーン・ダン
ス』が始まった。番組プロデューサーのジョージ・C・ビガー（George C. Bigger）の
「第一として我々は、農民のためのラジオ局だった」といった言葉からも明らかな通

り、同番組の成功の要因の一つは、ターゲット層となる中西部白人農民の価値観を忠

実に反映したマーケティング戦略を行ったからだった。*23マーケティング対象となる中

西部白人農民の価値観には、当然ながら、彼らのアングロサクソン・ネイティヴィズ

ムに影響された人種観も含まれた。それでは、「アングロサクソンが真正なアメリカ

*19 “Americanski.”
*20 例えば1920年のアメリカの国勢調査におけるイリ
ノイ州、アイオワ州の人口分布をみても、新移民は
シカゴやデモインをはじめとした都市部に圧倒的に
集中している。一方で、人口が1万人以下の地域は、
そもそも移民自体の人口を占める割合がわずかにす
ぎない。U.S. Bureau of the Census, Fourteenth Census 
of the United States 1920, Illinois (Washington, D.C.: 
Government Printing Office, 1920); U.S. Bureau of 

the Census, Fourteenth Census of the United States 1920, 
Iowa (Washington, D.C.: Government Printing Of-
fice, 1920).

*21 “Americanski.”
*22 Speranza, “The American People a Distinct Racial 

Type, Not Immigrant Nation.”
*23 Edgar Bill quoted in George C. Biggar, “The WLS 

National Barn Dance Story: The Early Years,” JEMF 
Quarterly 6 (1970): 106.
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人である」という価値観を持っていた中西部白人農民にどのような音楽を提供すべき

か。

そこでラジオ番組の幹部が注目したのが、アパラチアだった。アパラチアには元来

より、その隔たった地理的条件から、外部の人々の侵入がなく、それゆえに先祖であ

るアングロサクソンの開拓者の血統が純粋に保たれた土地というイメージがあった。*24

それに伴って、「アングロサクソンの住む土地」であるアパラチアの音楽もまた、豊か

な文化的交流が存在した実態に反して、「アングロサクソンの音楽」としてのイメージ

が存在していた。*25こうしたアパラチアの音楽は、自らの人種的アイデンティティをア

ングロサクソンに見出している中西部白人農民に向けて放送するにはうってつけだっ

た。なぜなら、リスナー層である中西部白人農民が、そうしたアングロサクソン音楽

に自らの人種的アイデンティティを重ね合わせ、それを「自分たちの音楽」として解

釈する余地があったからである。

こうした中西部白人農民の人種観を用いたマーケット戦略、そして「アングロサク

ソン音楽」の最初の例となったのが、白人のフォーク歌手ブラッドリー・キンケイド

だった。『ナショナル・バーン・ダンス』は、彼のケンタッキー州の山間地出身という

出自を利用しながら、アパラチアの「本物の」民衆音楽を演奏する歌手としてキンケ

イドを売り出した。彼が演奏する音楽は、前節で検討したとおり、豊かな文化交流を

通して、白人のみならず黒人によっても伝統的に演奏されたものを含んでいた。しか

しながら、彼の演奏する音楽は一貫して「アングロサクソンの音楽」として紹介され

たのである。『ナショナル・バーン・ダンス』が発行したキンケイドの歌集においては、

「アメリカ全土に広がるアングロサクソンの中でも、もっとも純粋な血を宿した人々

の生活、そしてその精神を示したもの」とあるように、アングロサクソンの価値観を

反映した音楽として広告された。また、先祖代 「々口頭で歌い継がれてき」た音楽で、

アングロサクソンのみによって演奏されてきた音楽としても広告された。*26さらに、ア

ングロサクソン音楽としての説得力を高めるために、「その多くがイギリスやスコット

ランド、アイルランドから私たちの祖先によってアメリカへもたらされてきました」

と、白人から生まれたその起源がしばしば強調された。*27

「アングロサクソン音楽」としてのキンケイドの音楽の広告は、中西部白人農民の価

値観であるアングロサクソン・ネイティヴィズムを利用しながら行われた。同音楽は、

「アングロサクソン音楽」として広告されると同時に、「ここに収められた山間部のバ

ラードは、屈強なスコットランド人、アイルランド人、ドイツ人、イギリス人、オラ

ンダ人たちの生活や経験から生まれ出たもの」としても標記された。これらの人々は、

アングロサクソン・ネイティヴィズムにおいてアングロサクソンという「人種」に分類

される人々だった。勿論こうした人々は、中西部白人農民の人種観にもあるように、

アメリカで必要とされる価値観を生得的に備えた「民主的な」人種として標記された。

広告においては、「彼らは自由を強く願い、自分の欲求の赴くままに信仰できる権利

*24 Shapiro, 3-31.
*25 Haywood Parker, Folklore of the North Carolina Moun-

taineers (Asheville: no publisher, 1906), 2.
*26 Bradley Kincaid, My Favorite Mountain Ballads and 

Old-Time Songs (Chicago: Radio Station WLS, 1929), 
6.

*27 Kincaid, Favorite Old-Time Songs and Mountain Ballads 
2 (Chicago: Radio Station WLS, 1929), 6.
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を求めて、アメリカにやって」きて、「自分たちが深く崇拝する神のためなら、未知

の山にも立ち向かい、粗末ながらも小屋を建て、誰をも恐れることがなかった」、宗

教の自由という価値観を兼ね備えた人々として描写された。*28

また、「古い山間部のバラードは、そこに住む人々の生活や経験から生まれた本物

のアメリカのフォーク音楽なのです」と歌集に紹介されているように、「アングロサク

ソン音楽」は繰り返し、「本物のアメリカのフォーク音楽」として紹介された。*29こうし

た広告も、「アングロサクソンである旧移民こそが本物のアメリカ人である」という中

西部白人農民の価値観を反映してのものといえる。こうした音楽が「本物のアメリカ

の歌」であるのは、歌集に示されている通り、「イギリスやスコットランド、アイルラ

ンドから私たちの祖先によってアメリカへもたらされてきた」からであった。*30すなわ

ち、アメリカ音楽の真正性の根拠とは、その音楽をもたらした人々の出身国にあった。

そして勿論そこにおいて「本物のアメリカのフォーク音楽」となりえたのは、イギリ

ス、スコットランド、アイルランドといった旧移民として分類される人々の文化だっ

たのである。こうした認識は、アングロサクソンという「人種」にアメリカ人としての

真正性を求める中西部白人農民の思考があってこそのものであり、そうした価値観を

文化に転用したものとして把握できる。

こうした「アングロサクソン音楽」を広告する際、「アングロサクソン」としての重

要な記号となったのが開拓者だった。キンケイドの歌は、「ダニエル・ブーンの軌跡

をたどってカンバーランド山脈に入っていった開拓者たちが、自分たちの生活の勝利

や悲劇を歌った歌」といったように、しばしば「開拓者の音楽」として紹介された。*31

これは、開拓者もまた「アングロサクソン」だったからに他ならない。広告文におい

ても、「彼らのような血統はアメリカの海岸に到達するやいなやすぐに新しい環境に

も適応して、それからというもの私たち市民の社会手的生活に深くかかわってきた」

と、中西部白人農民の考えるアングロサクソンの「民主的な」人種的特徴が強調され

た。*32そしてそんな「アングロサクソン」である開拓者の音楽を放送することによって、

同じく「アングロサクソン」である中西部白人農民自身の音楽として広告することが

できたのである。「海を越えて祖国からやってきた我々の祖先である開拓者によって

もたらされたものです」という広告文からも明らかな通り、開拓者とは単にアパラチ

アという外部に住む人々の祖先でなく、アングロサクソンという人種に属する「我々」

中西部白人農民の祖先であることを伝えられた。*33すなわち、そうした「開拓者の音楽」

は、中西部白人農民が自分の人種的アイデンティティを重ね合わせる余地を示すこと

ができたのである。

アングロサクソン・ネイティヴィズムを用いたマーケティングがいかにターゲット

層に有効だったかは、キンケイドの絶大な人気が物語っている。キンケイドの歌集は、

*28 Kincaid, My Favorite Mountain Ballads and Old-Time 
Songs, 6. 

*29 Bradley Kincaid, “To My Radio Friends” in Favorite 
Old-Time Songs and Mountain Ballads book 3, (1930), 6; 
John Lair, foreword to 100 WLS Bran Dance Favorites 
(Chicago: M.M. Cole Publishing, 1935); Kincaid, Fa-
vorite Old-Time Songs and Mountain Ballads 2, 6.

*30 Ibid.
*31 Kincaid, Favorite Old-Time Songs and Mountain Ballads 

3 (Chicago: Radio Station WLS, 1930), 8.
*32 Kincaid, Favorite Old-Time Songs and Mountain Ballads 

2, 6.
*33 Ibid.
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16か月のうちに5回もの重版が必要なほど爆発的に売れ、その翌年、翌々年も新たに
別のキンケイドの歌集を発売することとなった。こうして、ターゲット層のアングロ

サクソン・ネイティヴィズムに即したマーケティングが効果的であることが判明する

と、「アングロサクソン音楽」としてのマーケティングは、キンケイド登場以降も継続

されることになった。それは主に、アングロサクソンとしての「開拓者」イメージを

他の演奏家にも適用することで展開していった。キンケイドと同じアパラチア出身の

バンドとして売り出されたリッジ・ランナーズ（Ridge Runners）は、演奏する音楽が
「山地から由来するもの」で、「ロングライフルとクーンスキンキャップをかぶったケ

ンタッキーの開拓者たちの」音楽であると『ナショナル・バーン・ダンス』監修の雑誌

において広告された。*34さらにアパラチア以外のカウボーイ演奏者においてもこうした

イメージは適用された。カウボーイ・バンドのテキサス・カウボーイズ（Texas Cow-
boys）は、「開拓者の時代の古いスクエアダンス」を演奏すると広告されたし、プレー
リー・ランブラーズ（The Prairie Ramblers）のベーシストも「初期のアメリカ開拓者か
ら世代ごとに受け継がれてきた音楽」との接点が強調された。*35また、『ナショナル・

バーン・ダンス』の冒頭においては演出としてベルの音が用いられていたが、キンケ

イドの成功以降、そうしたベルの音も「アメリカにおける市民権の確立の一助」となっ

た「開拓者たちが建てた学校」の「古い授業ベル」として説明された。*36

こうして、ターゲット層の中西部白人農民のアングロサクソン・ネイティヴィズム

を反映したマーケティングにより、『ナショナル・バーン・ダンス』で取り上げられる

南部の民衆音楽は「アングロサクソンの音楽」という白人の音楽としてパッケージング

されることとなった。結果として黒人と共有された過去は一切抹消されることとなっ

たのである。中西部白人農民において、黒人は直接の批判の対象にはならなかったも

のの、黒人の存在が介入しえなかったのは、黒人が旧移民の血統を有した「アングロ

サクソン」として判断されなかったからである。「彼の人種でアメリカ音楽に貢献をも

たらした人はほとんどいません」と評価した『ナショナル・バーン・ダンス』の幹部の

言葉からも明らかなとおり、アングロサクソンという「人種」にアメリカ人、そしてア

メリカ文化としての真正性を求める思考がある限り、『ナショナル・バーン・ダンス』

に黒人の存在が含まれる余地はなかった。*37

こうしたアングロサクソン・ネイティヴィズムを利用したマーケティングが、中西

部独特のものであることは、南部のカントリー系のラジオ番組やレコード会社と比較

することで明らかである。管見の限り、同時代において支持された南部のラジオ番組

『グランド・オウル・オプリ』、またレコード会社には、アングロサクソン・ネイティ

ヴィズムを利用した広告は勿論、音楽の担い手、起源とされる人々をはっきりと白人

として断定した広告は見当たらない。むしろ、南部においては、ヒルビリー・ミュー

ジックとして商業化されて以降も、民衆音楽の時代から続く異人種混合の伝統が続い

ていたと考えられる。出演者がすべて白人である中西部の『ナショナル・バーン・ダ

*34 “The Ridge Runners and Linda,” WLS Family Album 
(Chicago: Prairie Farmer, 1935), 42.

*35 The Prairie Ramblers and Patsy Montana’s Collection of 
Songs (New York: Bob Miller, 1937).

*36 “The Bells,” WLS Family Album (Chicago: Prairie 
Farmer, 1932), 8.

*37 John Lair, “Notes From the Music Library,” Stand By!, 
December 19, 1936, 13.



111

三間美知太郎『ナショナル・バーン・ダンス』にみる「白人音楽」成立過程

ンス』と異なり、南部のカントリー系のラジオ番組やレコードにはしばしば黒人が演

奏者として登場していた。『グランド・オウル・オプリ』では、番組が始まった当初か

ら、黒人の演奏者たちが出演していた。*38その中でも、黒人のブルースハープ演奏者

であるデュフォード・ベイリー（Deford Bailey）は、白人の演奏者と肩を並べながら、
14年間もの間、『グランド・オウル・オプリ』に出演し続けた。リスナーに関しても、
白人のみをリスナーとして想定した『ナショナル・バーン・ダンス』と異なり、『グラ

ンド・オウル・オプリ』は黒人が番組を観覧しに来ることを歓迎していた。*39レコード

会社においては、元々カラーラインが曖昧だった南部の民衆音楽が、黒人系の「レイ

ス・レコード」と白人系の「オールドタイム（ないしヒルビリー）・ミュージック」とし

て切り分けられたものの、「白人音楽」として切り分けられたヒルビリー・レコードの

名義の下でも、黒人が演奏していた。*40奇しくも、キンケイドの歌集の前文が言い当て

ているように、黒人と白人によって共有されていた南部の民衆音楽は、「アパラチア

山脈に住まれる方々にとって……慣れ親しんだ歌」でしかなかったものの、中西部農

村といった「アパラチア山脈の外に住まれる方々にとっては、アメリカ全土に広がる

アングロサクソンの中でも、もっとも純粋な血を宿した人々の生活、そしてその精神

を示した」白人の音楽として解釈されることになったのである。*41

おわりに

以上本稿においては、ラジオ番組『ナショナル・バーン・ダンス』がいかに「白人

音楽」としての音楽ジャンルの形成に関わったかを検討した。その考察から明らかに

なったのは、『ナショナル・バーン・ダンス』が中西部白人農民のアングロサクソン・

ネイティヴィズムという人種観に沿ったマーケティング戦略を行ったがゆえに、アン

グロサクソン音楽という「白人音楽」が生まれることになったことである。こうした

考察結果が示すのは、「白人音楽」としてのカントリー・ミュージックの源流が中西

部にも存在していたことのみではない。すなわち、カントリー・ミュージック研究の

みならず、アメリカ文化研究全般に視座を提供するものである。第一に、近現代のア

メリカ中西部という地方におけるラジオ文化の実態を明らかにした。第二に、民衆の

地域的・民族的アイデンティティ形成におけるラジオの重要性を再確認させるものと

言えよう。第三に、文化的民族的集団としての「アングロサクソン」ではなく、「本物

のアメリカ人」に合致するような想像的共同体としての「アングロサクソン」が表象さ

れる過程も、アメリカの民族的アイデンティティの表象史の視座に示唆を与えるもの

と思われる。
（みま・みちたろう／大阪大学言語文化研究科、アメリカ大衆文化史）

*38  Morton and Wolfe, 47, 109.
*39 Ibid., 109.
*40 Miller, Segregating Sound.

*41 Kincaid, My Favorite Mountain Ballads and Old-Time 
Songs, 6.


